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令和６年３月２２日 

保護者の皆様 

高槻市立磐手小学校 

校長 丸毛 由美子 

  

 

令和５年度 磐手小学校の取組（学校評価）について 

 

 

 保護者の皆様には、今年度の本校の教育活動に対してご理解とご協力を賜り、

心より御礼申し上げます。 

さて、今年度の学校教育活動について、代表的な取組と成果や課題、今後の対

応等をとりまとめましたので、お知らせいたします。今年度は新型コロナウィル

ス感染症が 5 類に移行され、制限が多かった学校教育活動にも活気が戻って参り

ました。今後も、学校教育自己診断の結果や学校運営協議会委員の皆様からのご

意見を踏まえて、全教職員がよりよい学校づくりのために努力を重ねてまいりま

すので、引き続きご協力をお願いいたします。 

 

１． 学校教育目標・めざす子ども像 

 

 

【学校教育目標】 

 ◇ 自ら学び、ねばり強くやり遂げる力を育てる。 

 ◇ 互いの人権を認め合い、仲間と共に協力し、自主的に行動する力を育て   

る。 

《めざす子ども像》やさしく かしこく たくましく なかまとともに育つ子  

 

【第八中学校区】 

《めざす子ども像》 

自ら考え行動する子（自立） 

つながる子（共生） 

未来を切り拓く子（チャレンジ） 
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２．今年度の重点目標 

 

（１）安心安全な学校づくり 

〇安全教育・安全管理の推進    

〇自分の命も他の命も大切にできる子どもの育成 

〇考える授業における「わかりやすい話し方」「気持ちのよい聴き方」 

による居心地の良い学校・学級づくり 

（２）確かな学力（自立） 

〇考える力の育成。『考える授業』における「聞いて考えてつなげる授 

業」の実践 

〇「主体的・対話的で深い学び」の研究授業 

〇家庭学習の習慣化への取り組み 

（３）豊な心の育成（チャレンジ） 

〇命の尊さに気づき、人を思いやる心を養う 

〇あいさつを大切にし、お互いを思いあえる子どもの育成 

〇読書活動の推進（朝読書・読み聞かせボランティア等） 

（４）地域に開かれた学校づくり（共生） 

〇地域社会の一員として地域活動に主体的に参画できる子どもの育成 

〇コミュニティースクール（学校運営協議会）の推進。地域と共にある 

学校への転換 

〇ふるさとを愛しみんなのために考動できる子どもの育成 

 

３．具体的な取り組み 

（１）安心安全な学校づくり 

〇八中校区の重点目標の一つである安全教育（生活安全、交通安全、災害安

全）においては、9 年間を通して系統立てた「いのちを大切にする」安全

教育に取り組んできました。校区で防災教育に関する交流を行ったり、関

西大学社会安全学部教授 近藤誠司先生を講師として招聘し、学校運営協

議会の委員のお立場からもご指導とご助言を頂きました。また、関大の学

生による出前授業も行いました。特に防災については子どもたちが安全に

安心して学校生活を営むことができるよう、地震 火災 不審者 水難等

の避難訓練を行ったり、セーフティーボランティアさんとの交流会を行っ

たりして、地域ぐるみで安全確保に向けた取組を行いました。 

〇「たかつき安全ノートを活用したり、児童の委員会活動に「安全安心委員

会」を設置し、児童が防災を自分のこととして真剣に向き合い取組を進め

ることができるよう、学校の安全について、児童集会で呼びかけたり、給
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食時の放送を利用して、「防災クイズ」を実施したりして、安全について

の意識の向上に努め、安全教育（生活安全、交通安全、災害安全）の充実

に努めました。 

〇どの子も安心して過ごすことができる集団づくりに努め、組織的に生活指

導の充実を図りました。また、お互いを思いやることのできる子どもの育

成を目指し、道徳教育、人権教育、障がい者理解教育を実施しました。 

（２）確かな学力（自立） 

〇八中校区では指導方法の系統性と連続性を研究するため、校区で「主体

的・対話的で深い学び」に向かう授業研究を進めています。併せて校内で

も学校全体で共通の指導方法を取り入れ、教員が互いに授業を公開するな

どして子ども主体の「考える授業」について研究を深めました。子どもた

ちも上級学年の授業参観をし学びました。この取り組みにより、子どもた

ちの学ぶ意欲が高まり、授業中の学びあいが豊かになり、学力向上にもつ

ながりました。 

〇４月に６年生を対象に実施しました全国学力・学習状況調査の本校の平均

正答率は、国語、算数の教科・区分全てにおいて、全国平均及び大阪府平

均を上回りました。また、無回答率も低く、粘り強く最後まで取り組む児

童の姿勢が表れていました。 

〇すべての児童が見通しをもち、主体的に学ぶために、ユニバーサルデザイ

ンの視点を取り入れた授業づくりに努めました。 

〇各種研修会を実施し、教職員の資質・能力（授業力、ICT、指導力、人権

意識等）の向上に努めました。 

（３）豊な心の育成（チャレンジ） 

〇どの子も安心して過ごすことができる集団づくりに努め、校内研修や校区

研修を行う等、組織的に道徳教育、人権教育、障がい理解教育の充実に努

めました。 

〇児童会が主体的に学校の一員として活動できるクラブや委員会活動の充

実を図りました。 

〇昨年度に引き続き今年度も、様々な職種に就かれている方々にお越し頂き、

6 年生のキャリア教育のための出前授業を行って頂きました。 

（４）地域に開かれた学校づくり（共生） 

 〇今年度、八中校区は「コミュニティ・スクール」のモデル校区として取り

組みを推進して参りました。多くの方々に学校の応援団「チームエイター」

としてご参加いただいたこともあり、子どもたちも改めて磐手のまちの魅

力や地域の方々の温かさに気が付いたのではないかと考えています。また、

たくさんの場面で保護者・地域の方々と一緒に学ぶ機会を得ることができ
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たことは、子どもたちにとっても財産になると考えています。 

〇各学年６年間の教育課程に基づいた取り組みの中に、地域の方々が参画で

きるシステムを構築し、１７０名以上の学校の応援団「チームエイター」

に、学校にお越し頂き、共に教育活動に参画していただきました。 

〇地域行事との連携においては、「ふるさとふれあい祭り」や「クリーンキ

ャンペーン」に、たくさんの教職員や児童が参加しました。 

 

４．今後の改善方策等 

（１）安心安全な学校づくり 

学校教育自己診断の児童アンケートでは、「クラスの居心地がよく、楽し

い」が 86.9％。「学校生活が楽しい」が 89.5％の結果となりました。コロ

ナでの制限が解除され、様々な行事が再開される中、準備や練習など、児

童が、行事を成功させるために仲間と力を合わせて頑張る姿を、多くの場

面で見ることができました。「がんばること」や「力を合わせること」の楽

しさや達成感など価値を見出した結果、上記の項目において肯定的な回答

につながったのではないかと考えています。めざす子ども像「やさしく か

しこく たくましく 仲間とともに育つ子」でも示すように、仲間との関わ

りを通じて、たくましく成長するよう、今後も指導に努めて参ります。 

    また、「学校では命の大切さ、社会のルールやマナーについて学ぶ機会

がある」では、89.5%の児童が、そして、「学校では事件・地震や火災が起

こった場合どう行動したらよいかを教えてもらっている」においては、

97.6％（昨年度 80.0％）の児童が肯定的な回答をしています。今後もさら

に児童の安全安心な学校を目指して、取り組みを進めて参ります。 

（２）確かな学力（自立） 

全国学力学習調査の質問紙では、「自分には良いところがあると思いま

すか」の問いに 85.2％の児童が肯定的な回答をしました（昨年度は

80.6％）。また、「自分は授業に積極的に取り組んでいる」に対して、84.5％

の児童が肯定的な回答をし、昨年度より向上しました。しかし、「自分で

やると決めたことはやり遂げるようにしているか」という質問に対する肯

定的な回答は、76.1％（昨年度 85.7％）。「家で自分で計画を立てて勉強

している」という質問に対して、肯定的な回答をしている児童が、63.7％

と、若干低いところが気になります。今後は、児童が回答しやすいアンケ

ート項目を工夫し、児童の自尊感情を育む取組を行うと共に、「家庭学習

の手引き」を参考に家庭学習の習慣と、最後までやり遂げる粘り強さの育

成に向けて、取り組みを進めていきます。また、よりわかりやすく楽しい

授業づくりを進めるため、授業研究や研修を充実させて参ります。 
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（３）豊な心の育成（チャレンジ） 

全国学力学習状況調査の質問紙では、「難しいことでも失敗を恐れないで

挑戦していますかの質問に、70.9％（昨年度 63.7％）の児童が肯定的な回

答をしています。また、「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」の質

問には 97.5％が肯定的な回答をしていました。また、学校教育自己診断ア

ンケートにおいて、「お互いの考えや気持ち（人権）を大切することを学ぶ

機会がある」との質問に対して、児童では 86.6％、保護者では 74.3％が肯

定的な回答でした。道徳や特別活動、総合的な学習等さまざまな教育活動

において、人権を大切にする意識が子どもたちに育まれてきたことと思い

ます。今後も引き続き豊かな心の育成に努めて参ります。また、「先生はい

じめなどで困ったときに、真剣に対応してくれる」という問いに対して、

89.0％（昨年度 84.7％）の児童が肯定的な回答でした。また、「ご家庭で

は、いじめの問題について話す機会がある」という問いに対しては 79.8%

（昨年度 76.5％）の保護者の皆様より肯定的な回答をいただいています。

今後も、計画的にいじめの防止について考える機会を設定するとともに、

いじめが起きにくい、いじめを許さない環境づくりを行うとともに、定期

的・複数回の生活アンケート実施、個人面談の実施、校内研修の実施、早

期発見・事案対応のマニュアル実行等を行って「いじめは絶対に許さない」

という意識を強く持ち教育活動を行って参ります。 

（４）地域に開かれた学校づくり（共生） 

学校教育自己診断アンケートにおいて、「自分の住んでいる地域が好き

だ」では 93.5％（昨年度 90.3％）の児童が肯定的な回答をしています。ま

た、「学校では地域の人たちから教わる機会（出前授業など）がある。」で

は、88.2％（昨年度 82.0％）の児童が肯定的な回答でした。「チームエイ

ターについて知っている」が 78.9％（昨年度 49.3％）。「地域や社会をよく

するために何をすべきか考えたことがある」が 70.1％（昨年度 67.7％）で

した。また、学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）を推進して

いく中で、様々な教育活動に、保護者・地域の皆様のご協力をいただきま

した。「社会に開かれた教育課程」「地域と共にある学校づくり」を目指し、

児童が地域の一員として参画し、課題を協力して解決する力を身につける

ことができるよう、今後も取組を進めて参ります。保護者や地域の協力も

いただきながら、教職員一同力を合わせて、児童の力を育てていきたいと

考えております。今後ともご協力のほど、よろしくお願い致します。また、

学校教育活動サポーターとしてコミュニティスクールの活動を支えていた

だいている学校の応援団「チームエイター」の方々の存在について、今後
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もその意義や活動などを伝えていくことが必要であると考えております。

これからも、教育活動を学校の中だけにおさめることなく、社会の課題に

目を向け、主体的に解決をしていくことができる教育活動に取り組んでい

きたいと思います。そして、児童一人ひとりが、自分自身もまた地域の一

員であり、社会を構成する一人だと自覚していくことにつながるよう、今

後も取り組みを進めていきます。 

 

２月下旬に学校運営協議会を開催し、１年間の取組と、学校教育診断アン

ケートの結果をもとに、次のようなご意見をいただきました。今後に活かし

て参ります。  

 

・コミュニティスクールで取り組んでいたことが、それぞれ有機的につなが 

りを持っていることや、それぞれの取組の成果が教職員、保護者、地域等、

関わっている人達の間で共有されていることが大切だと考える。各校で立

ち上げている児童の安全委員会が今後も継続するよう取組を進めて行っ

てほしい。 

・「チャレンジ」について問うアンケート項目では挑戦することが好きか嫌

いかを問うよりも「何に挑戦していますか」と記述式で意見を問う等、項

目を工夫したほうが良い。しかし、全体的な取り組みの成果がアンケート

結果の数値に出ていると感じている。 

・「チームエイターについて知っている」という項目が随分向上したことに

ついては、コミュニティスクール・学校の応援団・「チームエイター」が

浸透しているのだと感じる。今後も興味を持っておられる方がたくさんい

ると思うので、更なる広報活動にも取り組んでいかれたら良いと思う。 

・「計画的に勉強していますか」のアンケート項目では、児童の自己評価が

厳しかったようだが、放課後学習教室で、児童の様子を見ていると、宿題

の仕方や自分の得手不得意を把握し、計画的に時間を決めて取り組んでい

る姿を見かけた。質問の仕方を工夫すれば、児童の自己評価は上がるので

はないかと思う。 

・八中校区の学校教育目標である「育てよう ふるさとを愛し みんなの為

に考動する子」についてだが、人は愛されないと愛することができない。

ふるさとを愛する子どもを育てるためには、地域が子どもを愛することが

大切だと思う。 


